
ド
イ
ッ
近
代
都
市
に
お
け
る
自
治
体
給
付
行
政
と
そ
の
諸
問
題

　
　
　
ー
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
に
お
け
る
オ
ス
ト
エ
ン
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
グ
ト
を
事
例
に
ー

（93）　ドイツ近代都市における自治体給付行政とその諸問題

1
　
は
じ
め
に

　
第
二
帝
政
期
の
ド
イ
ッ
で
も
っ
と
も
注
目
す
べ
き
社
会
現
象
の
一

つ
で
あ
る
都
市
化
は
、
工
業
化
と
の
連
関
に
お
い
て
捉
え
る
こ
と
に

よ
り
初
め
て
十
全
な
理
解
が
得
ら
れ
る
。
都
市
化
と
工
業
化
の
両
プ

ロ
セ
ス
は
複
雑
に
絡
み
合
う
相
互
作
用
の
関
係
に
あ
っ
た
が
、
工
業

化
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
都
市
の
機
能
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
「
大
不

況
期
」
の
一
八
七
〇
年
代
が
重
大
な
画
期
と
な
る
。
そ
れ
ま
で
は
経

済
的
自
由
主
義
の
影
響
の
下
で
、
都
市
で
の
工
業
化
に
対
し
て
殆
ど

規
制
が
か
け
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
都
市
自
治
体
は
工
業
化
に
対
し
て

「
受
動
的
」
立
場
に
あ
っ
た
が
、
　
一
八
七
〇
年
代
末
以
降
都
市
自
治

体
は
工
業
化
に
対
し
て
積
極
的
に
関
与
す
る
「
能
動
的
」
立
場
に
立

ち
、
都
市
計
画
に
よ
る
都
市
住
民
の
生
活
と
工
業
化
と
の
調
和
的
発

森

宜
　
人

展
も
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
無
論
、
都
市
に
よ
っ
て
工
業
化
の

形
態
は
多
様
で
あ
っ
た
が
、
都
市
計
画
に
基
づ
く
工
業
化
の
計
画
的

発
展
は
、
と
り
わ
け
ブ
レ
ー
メ
ン
や
マ
ン
ハ
イ
ム
な
ど
の
伝
統
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

商
業
都
市
で
み
ら
れ
た
現
象
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
都
市
の
社
会

，
経
済
的
機
能
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
都
市
化
と
工
業
化
に
伴

う
諸
社
会
変
化
へ
の
対
応
と
し
て
発
達
し
た
自
治
体
給
付
行
政

（
評
o
ヨ
ヨ
ロ
コ
巴
Φ
い
Φ
δ
ξ
ロ
鴨
＜
R
毛
巴
ε
コ
ひ
q
）
で
あ
る
。

　
自
治
体
給
付
行
政
と
は
都
市
公
共
部
門
に
お
け
る
都
市
行
政
全
般

を
指
し
、
そ
の
領
域
は
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
等
の
供
給
事
業
、
港
湾

や
鉄
道
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
事
業
、
衛
生
・
保
険
事
業
、
社
会
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

事
業
と
広
範
囲
に
及
ぶ
。
一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
自
治
体
給
付

行
政
は
現
代
の
公
益
事
業
の
殆
ど
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
こ
の
た
め

一
九
八
O
年
代
以
降
ド
イ
ッ
近
代
都
市
史
研
究
の
主
流
と
な
っ
た
自
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治
体
給
付
行
政
研
究
は
、
現
代
「
社
会
国
家
」
（
ω
o
N
一
巴
ω
鼠
碧
）
の

原
型
を
都
市
に
求
め
る
方
向
で
進
め
ら
れ
、
そ
の
成
果
は
九
〇
年
代

中
葉
の
」
・
ロ
イ
レ
ッ
ケ
と
K
・
カ
ウ
フ
ホ
ル
ト
の
編
著
に
集
約
さ

　
　
（
3
）

れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
自
治
体
給
付
行
政
史
研
究
は
、
都
市
行
政

の
官
僚
制
化
や
専
門
化
、
財
政
構
造
の
分
野
で
多
く
の
成
果
を
あ
げ

て
き
た
が
、
ド
イ
ッ
都
市
史
研
究
の
伝
統
に
特
有
な
自
治
体
制
度
史

的
視
角
が
そ
の
底
流
に
あ
っ
た
た
め
に
、
研
究
の
関
心
が
専
ら
都
市

行
政
の
制
度
的
変
化
に
集
中
し
、
そ
の
結
果
、
都
市
行
政
と
並
ん
で

都
市
目
治
の
重
要
な
担
い
手
で
あ
っ
た
市
議
会
に
つ
い
て
は
言
及
さ

れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
。
だ
が
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初

頭
に
か
け
て
の
都
市
政
治
は
、
社
会
民
主
党
勢
力
の
市
議
会
へ
の
進

出
と
相
侯
っ
て
、
都
市
行
政
に
劣
ら
ぬ
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
経
験
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、
本
稿
で
は
第
二
帝
政
期
の
ド
イ
ッ
に

お
い
て
も
っ
と
も
充
実
し
た
自
治
体
給
付
行
政
を
展
開
さ
せ
た
都
市

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
で
二
〇
世
紀
初
め
に
実
施
さ
れ

た
工
業
化
都
市
計
画
、
オ
ス
ト
エ
ン
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
事
例
の

対
象
に
取
上
げ
、
そ
の
計
画
策
定
プ
ロ
セ
ス
、
わ
け
て
も
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
市
議
会
に
お
け
る
審
議
に
着
目
し
、
そ
の
分
析
を
通
じ
て
計

画
上
の
問
題
点
を
含
む
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
市
議
会
の
機
能
を
検
討
す
る

こ
と
に
よ
り
、
包
括
的
な
目
治
体
給
付
行
政
史
叙
述
の
た
め
の
新
た

な
視
座
を
提
示
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。
以
上
の
課
題
を
、
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
都
市
史
研
究
所
の
所
蔵
す
る
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
議
会

議
事
録
、
同
市
参
事
会
文
書
、
同
市
行
政
年
報
を
中
心
と
す
る
一
次

史
料
を
活
用
し
て
解
明
す
る
。

　
オ
ス
ト
エ
ン
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
東
部
に

お
け
る
商
業
用
・
工
業
用
河
港
と
し
て
の
マ
イ
ン
川
東
河
港
（
以
下
、

東
河
港
）
の
建
設
を
中
核
と
し
て
、
オ
ス
ト
エ
ン
ド
及
び
ゼ
ッ
ク

バ
ッ
ハ
一
帯
の
工
業
化
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
周
辺
一

帯
の
鉄
道
網
及
び
道
路
網
の
整
備
か
ら
、
労
働
者
層
並
び
に
職
員
層

向
け
の
住
宅
建
設
、
そ
し
て
公
園
施
設
の
整
備
を
も
含
む
包
括
的
な

都
市
開
発
事
業
で
あ
り
、
都
市
計
画
に
よ
る
工
業
化
政
策
の
も
っ
と

も
典
型
的
事
例
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
き
わ
め
て
多
角
的
な
側
面

を
有
す
る
オ
ス
ト
エ
ン
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
核
を
な
し
た
東
河
港
及
び
工
業
用
地
の
建
設
に

焦
点
を
絞
り
た
い
。

2

オ
ス
ト
エ
ン
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
歴
史
的
背
景

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
は
、
一
九
世
紀
中
葉
に
至
る
ま
で
金
融
業
と
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遠
隔
地
商
業
が
市
経
済
の
基
軸
を
な
し
て
い
た
。
だ
が
、
両
部
門
と

も
ド
イ
ッ
帝
国
創
設
に
伴
う
通
貨
統
一
、
ベ
ル
リ
ン
ヘ
の
金
融
市
場

の
集
中
、
大
市
の
衰
退
な
ど
に
よ
り
そ
の
重
要
性
を
低
下
さ
せ
、
代

わ
っ
て
工
業
が
市
経
済
の
中
で
そ
の
意
義
を
高
め
た
も
の
の
、
地
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

資
源
の
不
足
と
工
業
用
地
の
不
足
が
工
業
化
の
隆
路
と
な
っ
て
い
た
。

　
ま
ず
、
地
下
資
源
不
足
の
対
策
と
し
て
は
、
マ
イ
ン
川
航
路
の
整

備
に
よ
る
原
料
・
原
材
料
移
入
路
の
確
保
が
図
ら
れ
た
。
一
八
八
三

～
八
六
年
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
か
ら
マ
イ
ン
ツ
に
か
け
て
の
マ
イ
ン

川
の
運
河
化
工
事
が
進
め
ら
れ
、
そ
れ
と
平
行
し
て
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
西
部
の
マ
イ
ン
川
北
岸
に
西
河
港
が
、
そ
の
対
岸
に
石
炭
河
港
が

建
設
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
は
マ
イ
ン
川
を
経

て
直
接
ラ
イ
ン
川
と
接
続
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
河
港
取
扱
貨

物
量
が
飛
躍
的
に
増
加
し
、
中
で
も
工
業
化
に
欠
か
せ
な
い
石
炭
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

コ
ー
ク
ス
の
移
入
量
の
伸
び
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
マ
イ
ン
川
運
河
化

完
成
直
前
の
一
八
八
四
年
に
三
二
〇
〇
ト
ン
で
あ
っ
た
石
炭
・
コ
ー

ク
ス
の
移
入
量
は
、
運
河
化
工
事
終
了
翌
年
の
一
八
八
七
年
に
は
一

五
万
四
四
八
一
ト
ン
を
記
録
し
、
一
八
九
〇
年
に
は
三
一
万
一
九
五

　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

○
ト
ン
に
ま
で
達
し
た
。

　
マ
イ
ン
川
航
路
の
整
備
に
よ
り
地
下
資
源
の
問
題
は
解
決
さ
れ
た

か
に
見
え
た
が
、
｝
八
九
〇
年
代
に
入
る
と
建
設
当
初
よ
り
憂
慮
さ

れ
て
い
た
西
河
港
と
石
炭
河
港
の
狭
陰
さ
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
荷
揚

作
業
に
支
障
を
き
た
し
、
市
経
済
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
た
、
と
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
商
業
会
議
所
は
記
録
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
工
業

化
に
不
可
欠
な
原
料
・
原
材
料
の
迅
速
な
移
入
路
を
確
保
す
る
た
め

に
、
河
港
施
設
の
拡
充
が
世
紀
転
換
期
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
経
済
に

と
っ
て
喫
緊
の
問
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
工
業
用
地
の
問
題
に
つ
い
て
み
た
い
。
一
九
世
紀
後
半
の
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
域
内
に
お
け
る
工
業
化
は
、
市
西
部
の
グ
ー
ト
ロ

イ
ト
地
区
や
マ
イ
ン
ツ
街
道
沿
道
を
中
心
に
進
展
し
た
が
、
世
紀
末

葉
に
は
都
市
化
に
よ
る
地
価
の
高
騰
に
よ
り
工
業
用
地
の
拡
張
が
困

難
と
な
り
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
か
ら
の
移
転
を
検
討
す
る
企
業
も
出

は
じ
め
た
。
例
え
ば
、
一
八
九
四
年
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
内
に
支

社
を
構
え
た
ブ
ラ
ウ
ン
・
ポ
ヴ
ェ
リ
ィ
社
（
本
社
ス
イ
ス
）
は
、
敷

地
不
足
の
た
め
に
早
く
も
一
九
〇
〇
年
に
マ
ン
ハ
イ
ム
に
支
社
を
移

転
さ
せ
て
い
る
。
同
社
は
、
市
の
発
電
所
建
設
を
請
負
う
な
ど
、
一

九
世
紀
後
半
の
市
工
業
セ
ク
タ
ー
の
基
幹
部
門
で
あ
る
電
機
業
で
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

導
的
地
位
を
築
い
て
い
た
だ
け
に
、
そ
の
損
失
は
深
刻
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
工
業
用
地
の
不
足
は
工
業
化
の
進
展
を
阻
害
し
た
ば
か

り
か
、
市
工
業
の
地
盤
沈
下
を
も
ま
ね
い
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
大
規
模
な
工
業
用
地
建
設
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
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た
の
は
市
東
部
の
オ
ス
ト
エ
ン
ド
地
区
だ
け
で
あ
り
、
以
上
の
経
緯

か
ら
、
河
港
施
設
の
拡
張
と
工
業
用
地
建
設
の
二
つ
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
オ
ス
ト
エ
ン
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
日
程
に
の
ぼ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

3

オ
ス
ト
エ
ン
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要

　
オ
ス
ト
エ
ン
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
予
定
地
と
な
っ
た
オ
ス
ト
エ

ン
ド
郊
外
は
市
中
心
部
か
ら
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
弱
と
い
う
良
好
な
立

地
条
件
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
治
水
対
策
の
不
備
の
た
め
に
た
び
た
び

大
水
の
被
害
を
蒙
り
、
二
〇
世
紀
初
め
ま
で
農
地
・
園
芸
地
と
し
て

利
用
さ
れ
る
他
は
放
置
さ
れ
る
に
ま
か
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
地
で
の

河
港
建
設
は
一
八
八
O
年
代
か
ら
計
画
さ
れ
て
い
た
が
、
河
港
を
中

心
と
す
る
大
規
模
な
工
業
化
開
発
事
業
と
し
て
オ
ス
ト
エ
ン
ド
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
輪
郭
が
定
ま
っ
た
の
は
、
一
九
〇
七
年
に
市
土
木
局

が
市
参
事
会
に
提
出
し
た
『
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
東
部
に
お
け
る
新
商

業
・
工
業
河
港
建
設
に
関
す
る
覚
書
』
（
以
下
、
『
覚
書
』
）
に
お
い

て
で
あ
る
。

　
『
覚
書
』
　
に
よ
れ
ば
、
オ
ス
ト
エ
ン
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
眼

は
、
原
料
・
原
材
料
の
移
入
路
確
保
及
び
円
滑
な
商
取
引
実
現
の
た

め
の
河
港
施
設
の
拡
充
と
、
工
業
用
地
不
足
に
悩
む
企
業
の
他
都
市

へ
の
移
転
の
阻
止
及
び
他
都
市
か
ら
の
企
業
の
誘
致
の
た
め
の
工
業

　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

用
地
建
設
と
に
あ
っ
た
。
オ
ス
ト
エ
ン
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
よ
う

な
河
港
を
核
と
し
た
工
業
用
地
創
出
は
マ
ン
ハ
イ
ム
、
デ
ュ
ッ
セ
ル

ド
ル
フ
な
ど
ド
イ
ッ
の
各
都
市
で
そ
の
類
例
が
多
く
見
ら
れ
、
『
覚

書
』
作
成
当
時
、
マ
イ
ン
川
沿
岸
の
諸
都
市
で
も
同
様
の
計
画
が
立

て
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
『
覚
書
』
で
は
、
他
都
市
よ
り
も
大
規

模
な
工
業
化
を
実
現
す
る
た
め
に
「
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
は
遅
れ
を

と
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
早
期
実
現
の
必

　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

要
性
が
強
調
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
意
識
の
背
景
に
、
こ
の
時
代
の

都
市
自
治
体
に
特
有
の
「
都
市
間
競
争
」
原
理
が
作
用
し
て
い
た
こ

と
は
容
易
に
推
察
さ
れ
よ
う
。

　
東
河
港
及
び
周
辺
工
業
用
地
の
建
設
予
定
面
積
は
約
三
五
〇
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
、
《
図
》
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
東
河
港
は
上
流
河
港
と
下

流
河
港
の
二
区
画
に
分
け
ら
れ
る
・
河
港
施
設
と
し
て
は
、
上
流
河

港
の
工
業
係
船
池
と
木
材
埠
頭
、
下
流
河
港
の
工
業
係
船
池
、
商
業

係
船
池
そ
し
て
石
炭
埠
頭
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
工
業
用
地
に
つ
い

て
は
、
上
流
河
港
及
び
下
流
河
港
内
部
の
臨
河
工
業
用
地
と
、
ハ
ー

ナ
ウ
街
道
沿
道
及
び
そ
の
他
の
内
陸
工
業
用
地
と
の
一
一
種
類
の
工
業

用
地
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
・
特
に
臨
河
工
業
用
地
は
、

内
陸
航
路
へ
の
良
好
な
ア
ク
セ
ス
と
水
・
石
炭
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
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確
保
の
容
易
さ
か
ら
、
工
業
用
地
の
中
で
も
も
っ
と
も
高
い
需
要
が

　
　
　
　
　
（
U
）

見
込
ま
れ
て
い
た
。

　
工
事
日
程
は
二
期
間
に
分
け
ら
れ
、
第
一
期
工
事
は
下
流
河
港
と

上
流
河
港
木
材
埠
頭
そ
し
て
内
陸
工
業
用
地
の
建
設
に
あ
て
ら
れ
た
。

総
額
五
七
四
二
万
マ
ル
ク
（
そ
の
内
、
第
一
期
工
事
費
用
は
約
二
八

三
五
万
マ
ル
ク
）
と
見
積
も
ら
れ
た
建
設
費
は
市
が
特
別
公
債
発
行

を
通
じ
て
全
額
を
負
担
し
、
公
債
の
元
利
は
主
と
し
て
東
河
港
工
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

用
地
の
企
業
へ
の
売
却
に
よ
っ
て
補
填
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。
だ

が
、
注
意
す
べ
き
は
、
肝
心
の
工
業
用
地
の
需
要
規
模
に
つ
い
て
一

切
言
及
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
次
節
で
み
る
よ
う
に
オ
ス
ト
エ
ン
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
は

一
九
〇
七
年
七
月
一
一
三
日
の
市
議
会
で
承
認
を
受
け
、
一
九
〇
七
年

末
に
第
一
期
工
事
が
開
始
さ
れ
、
翌
O
八
年
四
月
に
は
上
流
河
港
木

材
埠
頭
が
完
成
し
た
。
ま
た
同
年
九
月
一
日
に
、
下
流
河
港
石
炭
埠

頭
の
拡
張
を
内
容
と
す
る
『
覚
書
第
一
補
遺
』
と
第
一
期
工
事
へ
の

ゼ
ッ
ク
バ
ッ
ハ
工
業
用
地
建
設
の
追
加
を
目
的
と
す
る
『
覚
書
第
二

補
遺
』
が
市
議
会
に
提
議
さ
れ
、
一
〇
月
六
日
の
市
議
会
で
こ
の
両

『
補
遺
』
に
基
づ
く
計
画
変
更
が
承
認
さ
れ
、
第
一
期
工
事
は
そ
の

規
模
を
拡
大
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
下
流
河
港
で
は
、
一
九
〇
八
年

一
〇
月
に
係
船
池
の
凌
喋
が
開
始
さ
れ
、
一
九
〇
九
年
に
は
諸
施
設

の
工
事
も
始
ま
り
、
途
中
大
水
の
影
響
に
よ
っ
て
工
事
が
中
断
さ
れ

る
一
幕
も
あ
っ
た
が
、
一
九
一
二
年
四
月
ま
で
に
は
既
定
の
工
事
が

終
了
し
た
。
そ
し
て
同
年
五
月
二
三
日
の
下
流
河
港
の
正
式
開
港
を

以
っ
て
第
一
期
工
事
は
完
了
し
、
そ
の
後
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
東
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

に
お
け
る
工
業
化
の
基
礎
が
作
ら
れ
た
。
（
な
お
、
上
流
河
港
が
開

港
し
た
の
は
一
九
二
〇
年
代
だ
が
、
本
稿
で
は
第
一
次
大
戦
を
ド
イ

ツ
近
代
都
市
史
の
大
き
な
断
絶
面
と
み
る
立
場
か
ら
、
以
下
で
は
一

九
一
四
年
ま
で
に
考
察
期
間
が
限
定
さ
れ
る
。
）

　
河
港
施
設
の
建
設
と
平
行
し
て
、
下
流
河
港
内
、
ハ
ー
ナ
ウ
街
道

沿
道
、
ゼ
ッ
ク
バ
ッ
ハ
で
の
工
業
用
地
の
整
備
が
行
わ
れ
、
一
九
〇

八
年
に
は
工
業
用
地
の
売
却
が
開
始
さ
れ
た
。
だ
が
、
《
表
》
に
あ

る
よ
う
に
、
当
初
順
調
に
進
ん
だ
か
に
見
え
た
工
業
用
地
の
売
却
は

早
く
も
一
九
一
〇
年
に
停
滞
し
、
そ
の
後
一
九
〇
八
、
〇
九
年
の
水

準
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
｝
方
で
、
計
画
規
模
の

拡
大
な
ど
に
よ
っ
て
建
設
費
は
増
大
し
、
一
九
一
三
年
度
末
ま
で
の

投
下
資
本
は
四
七
三
一
二
万
六
二
〇
〇
マ
ル
ク
に
ま
で
及
ん
だ
。
結
局
、

一
九
一
三
年
度
末
ま
で
の
工
業
用
地
売
却
に
よ
る
収
入
は
一
一
四
一

万
七
七
五
五
マ
ル
ク
で
、
同
年
度
末
ま
で
の
工
業
用
地
そ
の
他
の
用

益
賃
貸
の
延
べ
収
入
一
九
〇
万
七
二
七
五
マ
ル
ク
を
合
せ
て
も
、
事

業
収
入
は
一
三
三
二
万
五
〇
三
〇
マ
ル
ク
で
、
こ
れ
は
こ
の
時
点
で
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《表》東河港における工業用地売却の推移　（1908～1913年度）

行政年度 売却区画数 購入企業数 面積（㎡） 収入（マルク）

　　　1908年　　　　　　　　17　　　　　　16　　　　165，542　　　3，686，882

　　　1909年　　　　　　　　8　　　　　　　6　　　　106，700　　　2，837，554

　　　1910年　　　　　　　　18　　　　　　14　　　　57，947　　　2，012，044

　　　1911年　　　　　　　8　　　　　　7　　　　17，578　　　　620，298

　　　1912年　　　　　　　　13　　　　　　11　　　　30，078　　　1，229，102

　　　1913年　　　　　　　　12　　　　　　11　　　　26，697　　　1，031，875

　　　　合計　　　　　　　　76　　　　　　65　　　　404，542　　　11，417，755

出典）Bericht　des　Magistrates，die　Verwaltung　und　den　Stand　der　Gemeinde

　　　　Angelegenheiten　im　Verwaltungsjahre　l913betreffend．，S，107．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

の
投
下
資
本
の
二
八
・
一
五
％
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
工
業
用
地
の
売

却
と
工
業
用
地
及
び
そ
の
他
の
用
地
の
用
益
賃
貸
か
ら
の
収
入
に
よ

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
別
公
債
の
元
利
を
補
填
す
る
当
初
の
計
画
は
、

明
ら
か
に
破
綻
し
て
い
た
。
工
事
が
ほ
ぼ
順
調
に
進
め
ら
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
財
政
上
の
問
題
が
生
じ
た
の
か
。

次
節
の
市
議
会
で
の
審
議
に
関
す
る
考
察
で
は
、
こ
の
問
題
の
解
明

に
焦
点
を
あ
て
た
い
。

4

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
議
会
に
お
け
る
審
議

　
市
議
会
で
の
審
議
の
検
討
に
入
る
前
に
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
市
議
会
の
情
勢
に
つ
い
て
若
干
敷
術
し
て
お
き
た
い
。
一
八
六
七

年
の
「
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
自
治
体
基
本
制
度
法
」
に
よ
れ
ば
、
市
政

へ
の
参
加
に
は
市
民
権
が
前
提
と
な
っ
て
お
り
、
市
民
権
取
得
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
）

一
定
の
経
済
的
条
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
市
政

は
当
初
い
わ
ゆ
る
「
名
望
家
市
民
層
」
の
独
占
物
と
な
り
労
働
者
な

ど
の
下
層
民
は
市
政
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
た
が
、
世
紀
転
換
期
に
は

名
目
賃
金
の
上
昇
に
よ
り
従
来
の
下
層
民
の
市
民
権
取
得
の
機
会
が

増
え
た
。
下
層
民
有
権
者
の
増
加
を
背
景
と
し
て
一
九
〇
一
年
に
初

め
て
市
議
会
に
進
出
し
た
社
会
民
主
党
は
、
一
九
一
三
年
ま
で
に
議

席
数
を
二
二
に
ま
で
増
や
し
て
市
議
会
の
第
二
政
党
に
ま
で
成
長
し
、

1δ5
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フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
政
は
「
名
望
家
覇
権
」
か
ら
「
政
党
統
治
」
の

時
代
に
入
っ
た
。
こ
う
し
た
市
政
の
「
政
治
化
」

（
3
葺
芭
Φ
ε
P
α
q
）
に
よ
り
、
市
議
会
の
審
議
に
お
い
て
各
政
党
の

党
派
性
が
以
前
よ
り
は
る
か
に
顕
著
と
な
り
、
そ
し
て
何
よ
り
も
市

議
会
と
市
参
事
会
の
関
係
が
、
以
前
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
一
体
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

を
解
消
し
て
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
対
抗
関
係
へ
と
変
化
し
た
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
オ
ス
ト
エ
ン
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
の
承
認

　
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
参
事
会
が
、
「
覚
書
』
を
も
と
に
市
議
会
に

オ
ス
ト
エ
ン
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
を
提
議
し
た
の
は
一
九
〇

七
年
四
月
三
〇
日
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
提
議
に
対
し
て
、
例
え
ば

社
会
民
主
党
議
員
W
・
デ
ィ
ッ
ト
マ
ン
は
「
市
の
工
業
都
市
へ
の
転

換
」
の
た
め
に
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
不
可
欠
で
あ
る
と
発
言
し
、
国

民
自
由
党
の
J
・
レ
ー
ン
ホ
ル
ト
も
、
こ
の
「
あ
ら
ゆ
る
需
要
を
満

た
す
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
っ
て
「
市
は
想
像
も
つ
か
な
い
ほ

ど
発
展
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
、
市
議
会
は
全
会
一
致
で
プ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

ジ
ェ
ク
ト
の
基
本
方
針
に
賛
意
を
示
し
た
。

　
だ
が
、
財
政
面
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
帰
趨
を
左
右
す
る
工
業
用
地

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
企
業
に
「
競
争
力
と
活
力
」
を
付
与
し
、
か

つ
自
治
体
の
投
下
資
本
の
回
収
期
間
を
短
縮
す
る
た
め
に
工
業
用
地

の
売
却
を
主
張
す
る
市
参
事
会
及
び
こ
れ
を
支
持
す
る
国
民
自
由
党

と
、
工
業
用
地
の
売
却
は
市
の
将
来
的
発
展
を
製
肘
す
る
こ
と
と
な

る
「
近
視
眼
的
」
方
法
で
あ
り
、
代
わ
り
に
用
益
賃
貸
を
求
め
る
社

会
民
主
党
と
の
間
で
見
解
が
対
立
し
た
。
結
局
こ
の
予
備
審
議
で
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
基
本
路
線
は
承
認
さ
れ
た
も
の
の
、
工
業
用
地
の

売
却
案
と
用
益
賃
貸
案
の
間
で
折
り
合
い
が
つ
か
ず
、
こ
の
問
題
は

市
財
政
・
土
木
委
員
会
に
回
付
さ
れ
同
委
員
会
の
検
討
に
委
ね
ら
れ

　
　
　
　
　
　
（
B
）

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
予
備
審
議
か
ら
約
三
ヶ
月
後
の
七
月
二
三
日
に
開
か
れ
た
第
三
一

回
市
議
会
で
、
市
財
政
・
土
木
委
員
会
が
工
業
用
地
の
売
却
・
用
益

賃
貸
問
題
に
つ
い
て
の
調
査
報
告
を
行
っ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
同

委
員
会
は
マ
ン
ハ
イ
ム
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
、
デ
ュ
イ
ス
ブ
ル
ク

を
は
じ
め
と
す
る
ド
イ
ッ
各
都
市
で
実
施
さ
れ
た
類
似
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て
視
察
を
行
い
、
各
地
で
工
業
用
地
の
売
却
案
と
用
益

賃
貸
案
の
間
で
対
立
が
生
じ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
、

大
多
数
の
自
治
体
が
用
益
賃
貸
を
望
ん
だ
も
の
の
、
「
自
社
の
敷
地

で
の
み
価
値
あ
る
施
設
を
建
設
し
得
る
」
と
主
張
す
る
企
業
側
の
反

対
に
あ
っ
て
そ
の
希
望
は
叶
わ
な
か
っ
た
。
こ
の
視
察
結
果
か
ら
、

委
員
会
は
売
却
に
よ
る
企
業
へ
の
工
業
用
地
配
分
は
不
可
避
で
あ
り
、

工
業
用
地
に
関
す
る
企
業
と
の
交
渉
で
は
、
初
め
に
用
益
賃
貸
を
試

166



（101）　ドイッ近代都市における自治体給付行政とその諸問題

み
、
そ
れ
が
成
果
を
あ
げ
得
な
か
っ
た
場
合
に
は
売
却
も
や
む
を
え

　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

な
い
、
と
結
論
付
け
た
。

　
市
財
政
・
土
木
委
員
会
の
報
告
を
踏
ま
え
、
改
め
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
関
す
る
審
議
が
行
わ
れ
、
工
業
用
地
の
問
題
に
つ
い
て
は
同
委

員
会
の
提
議
が
採
用
さ
れ
、
オ
ス
ト
エ
ン
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実

施
と
そ
の
予
算
の
承
認
が
最
終
的
に
議
決
さ
れ
た
。
あ
わ
せ
て
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
の
た
め
に
市
参
事
会
構
成
員
及
び
市
議
会
議
員
か

ら
構
成
さ
れ
る
東
河
港
委
員
会
の
設
置
も
認
め
ら
れ
、
同
委
員
会
の

構
成
員
は
同
年
一
〇
月
二
九
日
の
第
三
九
回
市
議
会
で
選
出
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
制
度
面
で
の
準
備
が
完
了
し
た
。

　
（
2
）
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
権
限
を
め
ぐ
る
市
参
事
会
と
市
議
会
の

　
　
　
　
反
目

　
前
述
の
東
河
港
委
員
会
は
、
「
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
自
治
体
基
本
制

度
法
」
第
六
六
条
で
定
め
ら
れ
た
、
「
個
々
の
業
務
部
門
の
永
続
的

管
理
な
い
し
監
督
な
ら
び
に
一
時
的
な
使
命
遂
行
の
た
め
に
」
設
置

さ
れ
る
「
特
別
諸
部
局
」
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
使
命
は
東
河
港
の

建
設
、
利
用
、
そ
し
て
経
営
に
関
す
る
市
当
局
へ
の
提
言
で
、
オ
ス

ト
エ
ン
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
質
的
な
管
理
機
関
で
あ
っ
た
。

　
東
河
港
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
約
三
ヵ
月
半
経
っ
た
一
九
〇
八
年

二
月
一
一
日
の
第
七
回
の
市
議
会
に
お
い
て
、
市
参
事
会
は
「
東
河

港
委
員
会
の
構
成
及
び
そ
の
使
命
に
関
す
る
諸
規
定
」
（
以
下
、
「
諸

規
定
」
）
を
承
認
す
る
よ
う
提
議
し
た
。

　
「
諸
規
定
」
は
、
第
｝
項
で
東
河
港
委
員
会
の
使
命
を
「
東
河
港

計
画
の
技
術
面
で
の
検
査
」
と
「
工
業
用
地
の
売
却
・
用
益
賃
貸
」

の
実
施
と
定
め
た
が
、
第
三
項
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
計
画
管
理
及

び
建
設
実
施
を
「
市
土
木
局
の
専
有
事
項
と
す
る
」
と
記
さ
れ
て
い

た
。
説
明
に
あ
た
っ
た
市
建
設
局
長
の
K
・
ケ
レ
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
成
否
は
工
業
用
地
の
売
却
・
用
益
賃
貸
の
迅
速
な
処
理
に
か

か
っ
て
お
り
、
工
業
用
地
の
売
却
・
用
益
賃
貸
に
つ
い
て
逐
一
市
議

会
に
諮
ら
ず
に
決
定
で
き
る
権
限
を
東
河
港
委
員
会
に
与
え
る
こ
と

が
「
諸
規
定
」
の
主
眼
で
あ
る
、
と
述
べ
た
が
、
こ
の
規
定
が
東
河

港
委
員
会
を
媒
介
と
す
る
市
議
会
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
監
督
権
限
を
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

幅
に
制
限
す
る
こ
と
に
な
る
の
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

　
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
「
諸
規
定
」
に
対
し
て
市
議
会
側
は
強
く

反
発
し
た
。
社
会
民
主
党
の
M
・
ク
ァ
ル
ッ
ク
は
、
そ
も
そ
も
東
河

港
委
員
会
構
成
員
の
選
出
が
終
わ
り
、
同
委
員
会
が
機
能
し
始
め
た

後
に
な
っ
て
、
委
員
会
の
権
限
の
制
限
を
図
る
よ
う
な
議
案
が
提
議

さ
れ
る
こ
と
自
体
が
「
異
常
事
態
」
で
あ
り
、
特
に
第
三
項
は
、
東

河
港
委
員
会
を
含
む
「
特
別
諸
部
局
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
監
督
権
を
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保
証
し
た
「
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
自
治
体
基
本
制
度
法
」
第
六
六
条
に

抵
触
す
る
、
と
述
べ
た
。
国
民
自
由
党
の
J
・
レ
ー
ン
ホ
ル
ト
も
、

東
河
港
委
員
会
設
置
の
目
的
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
市
議
会
の

監
督
を
可
能
な
ら
し
め
る
こ
と
に
あ
り
、
委
員
会
か
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
監
督
権
限
を
奪
う
「
諸
規
定
」
第
三
項
は
「
東
河
港
委
員
会
の

活
動
を
無
目
的
的
に
す
る
」
と
述
べ
、
「
諸
規
定
」
第
三
項
を
厳
し

　
　
　
　
（
2
2
）

く
批
判
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
「
諸
規
定
」
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
側
は
党

派
性
を
越
え
て
市
参
事
会
の
対
応
に
批
判
を
加
え
た
。
こ
こ
か
ら
、

自
己
の
本
来
的
使
命
で
あ
る
行
政
監
督
の
権
限
を
堅
持
し
よ
う
と
す

る
市
議
会
と
、
市
議
会
で
の
論
争
を
避
け
つ
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行

政
主
導
で
実
行
し
よ
う
と
す
る
市
参
事
会
と
の
対
立
を
看
取
で
き
よ

う
。
こ
の
対
立
軸
は
、
市
議
会
内
部
に
お
け
る
党
派
性
の
顕
在
化
と

並
ぶ
、
市
政
の
政
治
化
の
も
う
一
つ
の
側
面
で
あ
る
。
な
お
、
「
諸

規
定
」
は
第
三
項
に
若
干
の
修
正
を
加
え
ら
れ
た
も
の
の
、
ほ
ぼ
市

参
事
会
が
望
ん
だ
形
で
三
月
三
日
の
第
一
〇
回
市
議
会
で
承
認
さ
れ

（
2
3
）た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
「
諸
規
定
」
に
よ
る
東
河
港
委
員
会
の
監

督
権
限
の
制
限
は
後
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
波
紋
を
投
げ
か
け
る
こ
と

と
な
る
。

　
（
3
）
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
問
題
点
の
露
呈

　
一
九
一
〇
年
七
月
一
二
日
の
第
二
七
回
市
議
会
で
、
市
参
事
会
は

市
土
木
局
の
『
覚
書
第
三
補
遺
』
に
従
い
、
既
に
完
成
し
た
上
流
河

港
木
材
埠
頭
の
大
幅
な
縮
小
と
、
上
流
河
港
内
の
臨
河
工
業
用
地
縮

小
と
を
骨
子
と
す
る
上
流
河
港
建
設
計
画
の
見
直
し
を
提
議
し
た
。

『
覚
書
第
三
補
遺
』
に
よ
れ
ば
、
木
材
埠
頭
縮
小
の
要
因
と
し
て
、

『
覚
書
』
作
成
当
初
に
は
想
定
で
き
な
か
っ
た
ほ
ど
の
木
材
需
要
の

大
幅
な
減
少
と
、
そ
れ
に
起
因
す
る
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
の
木
材
取

引
の
不
振
が
挙
げ
ら
れ
る
。
上
流
河
港
内
の
臨
河
工
業
用
地
縮
小
に

つ
い
て
は
、
前
節
で
み
た
よ
う
に
一
九
一
〇
年
度
に
工
業
用
地
の
売

却
が
停
滞
し
始
め
た
が
、
下
流
河
港
で
の
経
験
に
よ
れ
ば
、
こ
の
問

題
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
も
特
に
高
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た

臨
河
工
業
用
地
で
特
に
深
刻
で
あ
り
、
今
後
も
河
港
内
の
臨
河
工
業

用
地
よ
り
も
そ
の
周
辺
の
工
業
用
地
に
対
す
る
需
要
が
多
く
見
込
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

れ
る
、
と
い
う
こ
と
が
理
由
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
『
覚
書
第
三
補
遺
』
の
調
査
を
委
託
さ
れ
た
市
土
木
委
員
会

は
、
一
九
一
〇
年
九
月
六
日
の
第
三
二
回
市
議
会
に
お
い
て
そ
の
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

査
結
果
を
報
告
し
た
。
委
員
会
の
報
告
は
、
需
要
の
見
込
み
が
た
た

な
い
ま
ま
上
流
河
港
木
材
埠
頭
の
建
設
を
進
め
、
そ
の
結
果
予
算
を

浪
費
し
た
市
参
事
会
の
見
通
し
の
悪
さ
を
批
難
す
る
と
共
に
、
プ
ロ
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ジ
ェ
ク
ト
の
会
計
の
不
明
瞭
さ
、
と
り
わ
け
支
出
項
目
の
記
載
方
法

の
不
備
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
深
刻
な
問
題
が
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
生
じ
た
の
は
、
東
河
港
委
員
会
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管

理
の
権
限
が
奪
わ
れ
た
た
め
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
あ
り
方
に
厳
し
い
批
判
を
し
た
市
土
木
委
員
会
で
は

あ
っ
た
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
終
的
な
成
否
に
つ
い
て
は
楽
観
的

見
解
を
示
し
て
い
る
。
次
に
こ
の
点
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。

　
市
土
木
委
員
会
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
費
用
と
工
業
用
地
の
売
却
・

用
益
賃
貸
の
状
況
に
つ
い
て
、
市
土
木
局
の
試
算
を
伝
え
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
〇
年
九
月
一
日
の
時
点
で
オ
ス
ト
エ
ン
ド

で
は
一
六
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
工
業
用
地
の
整
備
が
終
了
し
、
そ
の
内

三
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
約
七
六
〇
万
マ
ル
ク
で
売
却
さ
れ
た
。
ま
た
、

｝
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
用
益
賃
貸
に
供
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
約
八
O
O
万

マ
ル
ク
の
収
入
が
期
待
し
得
る
。
従
っ
て
、
こ
の
時
点
で
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
合
計
一
五
六
〇
万
マ
ル
ク
の
収
入
を
保
証
さ
れ
た
こ
と
と
な

る
。
東
河
港
で
は
さ
ら
に
二
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
工
業
用
地
が
整
備

さ
れ
る
の
で
、
工
業
用
地
の
売
却
・
用
益
賃
貸
が
こ
の
ま
ま
推
移
す

れ
ば
、
約
四
九
八
O
万
マ
ル
ク
の
収
入
が
追
加
さ
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
か
ら
は
総
額
六
五
四
〇
万
マ
ル
ク
の
収
入
が
見
込
ま
れ
る
。
そ
の

一
方
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
費
用
は
計
画
の
拡
張
に
よ
り
約
六
七
〇

○
万
マ
ル
ク
に
ま
で
増
大
す
る
と
見
積
も
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
約
六

五
四
〇
万
マ
ル
ク
と
見
込
ま
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
収
入
に
よ
っ
て

十
分
に
補
填
し
得
る
額
で
あ
る
。

　
市
土
木
委
員
会
は
無
批
判
的
に
こ
の
市
土
木
局
の
試
算
を
受
け
入

れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
順
調
に
進
行
し
て
い
る
と
判
断
し
た
。
そ
し

て
市
議
会
に
対
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
会
計
監
査
を
条
件
と
し
て

留
保
し
つ
つ
も
、
「
覚
書
第
三
補
遺
』
に
よ
る
プ
ロ
ジ
江
ク
ト
の
計

画
変
更
を
認
め
、
引
続
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
続
行
を
支
持
す
る
よ
う

提
議
し
た
。
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
既
に
一
九
一
〇
年
に
工
業
用
地

の
売
却
は
停
滞
傾
向
を
示
し
始
め
て
お
り
、
市
土
木
局
と
市
土
木
委

員
会
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
行
方
に
つ
い
て
楽
観
的
見
解
を
示
す
根
拠

と
な
っ
た
試
算
は
、
現
実
の
動
向
で
は
な
く
希
望
的
観
測
に
満
ち
た

も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
で
は
次
に
、
こ
こ
で
提
示
さ
れ
た

諸
問
題
に
対
し
て
市
議
会
側
が
ど
の
よ
う
に
反
応
し
た
の
か
に
つ
い

て
見
て
い
き
た
い
。

　
初
め
に
社
会
民
主
党
の
A
・
バ
ウ
マ
ン
が
、
独
自
に
試
算
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
費
用
と
工
業
用
地
の
売
却
・
用
益
賃
貸
に
よ
る
収
入

に
つ
い
て
の
結
果
を
述
べ
、
市
土
木
委
員
会
と
は
対
照
的
に
悲
観
的

な
見
通
し
を
示
し
た
。
バ
ウ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
市
土
木
局
の
示
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
見
積
総
額
六
七
〇
〇
万
マ
ル
ク
は
『
覚
書
』
が
作
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成
さ
れ
た
一
九
〇
七
年
当
時
の
利
率
を
も
と
に
算
出
さ
れ
た
も
の
で
、

一
九
一
〇
年
時
点
の
利
率
に
よ
れ
ば
見
積
総
額
は
九
二
〇
〇
万
マ
ル

ク
に
ま
で
達
す
る
。
他
方
で
、
こ
れ
ま
で
に
売
却
さ
れ
た
工
業
用
地

三
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
利
用
可
能
と
な
る
全

工
業
用
地
の
十
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
三
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
工

業
用
地
を
購
入
し
た
企
業
の
大
半
は
も
と
も
と
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に

あ
っ
た
企
業
で
あ
り
、
そ
の
上
こ
の
＝
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
よ
っ
て

『
覚
書
』
作
成
時
に
問
題
と
な
っ
て
い
た
市
の
工
業
用
地
不
足
の
問

題
は
ほ
ぼ
解
消
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
市
土
木
局
が
見
込
ん
だ
収

入
を
得
る
た
め
に
は
残
り
の
九
〇
％
の
工
業
用
地
に
他
都
市
か
ら
新

た
に
企
業
を
誘
致
す
る
他
な
い
が
、
相
対
的
に
高
水
準
な
市
の
地
価

を
考
慮
す
る
と
、
こ
れ
は
不
可
能
に
近
い
と
バ
ウ
マ
ン
は
指
摘
す
る
。

以
上
か
ら
バ
ウ
マ
ン
は
、
工
事
の
中
断
や
縮
小
を
も
視
野
に
入
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
根
本
的
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
、
と
主
張
し
た
。

　
進
歩
党
の
E
・
ゴ
ル
も
バ
ウ
マ
ン
が
示
し
た
状
況
を
憂
慮
し
、
市

土
木
局
が
費
用
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
「
大
き
な
財
布
」
に
よ
っ
て

工
事
を
す
す
め
て
い
る
こ
と
が
費
用
増
大
の
一
因
で
あ
る
と
述
べ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

市
土
木
局
に
費
用
節
減
対
策
を
求
め
た
。
社
会
民
主
党
の
H
・

ヒ
ュ
ッ
ト
マ
ン
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
根
本
的
要
因
は
、
東
河
港

委
員
会
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
監
督
権
限
が
大
幅
に
狭
め
ら
れ
、
同
委
員

会
が
「
市
土
木
局
の
か
た
わ
ら
に
侍
立
す
る
た
ん
な
る
お
飾
り
」
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
事
態
に
あ
る
と
述
べ
、
改
め
て
「
諸
規
定
」
を
批

　
（
肥
）

判
し
た
。

　
こ
う
し
た
市
議
会
側
の
批
判
に
対
し
て
、
市
参
事
会
側
か
ら
は
建

設
局
長
の
G
・
フ
ラ
ン
ツ
ェ
が
答
弁
に
立
っ
た
。
フ
ラ
ン
ツ
ェ
は
ま

ず
費
用
節
減
対
策
に
つ
い
て
、
こ
の
事
業
は
「
十
年
単
位
で
は
な
く

百
年
単
位
の
仕
事
」
で
あ
り
、
最
良
の
資
材
と
最
善
の
建
築
方
法
を

選
定
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
多
少
費
用
が
か
さ
ん

だ
と
し
て
も
、
そ
れ
は
浪
費
に
あ
た
ら
な
い
と
述
べ
た
。
次
に
バ
ウ

マ
ン
の
試
算
と
市
土
木
局
の
試
算
と
の
結
果
の
相
違
に
つ
い
て
は
、

オ
ス
ト
エ
ン
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
よ
う
な
公
益
事
業
は
そ
も
そ
も

「
投
機
的
性
質
」
を
有
し
、
利
率
の
増
減
や
工
業
用
地
売
却
の
成
否

は
誰
に
も
予
想
で
き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
状
況
の
変
化
に
か
か

わ
ら
ず
所
定
の
計
画
を
実
行
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
、

と
述
べ
、
バ
ウ
マ
ン
の
悲
観
的
予
測
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
プ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

ジ
ェ
ク
ト
を
断
行
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
同
じ
く
答
弁
に

立
っ
た
第
二
市
長
の
O
・
グ
リ
ム
も
工
業
用
地
の
問
題
に
言
及
し
、

現
在
ま
で
に
売
却
さ
れ
た
工
業
用
地
面
積
の
三
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い

う
数
字
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
他
都
市
の
類
似
の
事
例
に
比
し
て

「
良
好
な
状
況
」
に
あ
る
証
拠
で
あ
る
、
と
い
う
見
解
を
示
し
、
プ
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（
3
0
）

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
移
に
楽
観
的
見
解
を
示
し
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い

て
フ
ラ
ン
ツ
ェ
も
、
一
一
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の
工
業
用
地
の
売
却
は
他

都
に
そ
の
類
例
を
み
な
い
「
大
き
な
成
果
」
で
あ
る
と
、
グ
リ
ム
の

　
　
　
　
　
（
3
1
）

見
解
を
支
持
し
た
。

　
本
議
会
で
は
こ
の
後
も
議
論
が
続
い
た
が
、
結
局
工
業
用
地
の
問

題
に
つ
い
て
市
議
会
と
市
参
事
会
の
見
解
は
平
行
線
を
た
ど
り
、
抜

本
的
な
対
策
が
取
ら
れ
ぬ
ま
ま
『
覚
書
第
三
補
遺
』
に
基
づ
く
計
画

の
変
更
が
承
認
さ
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
続
行
さ
れ
た
。

　
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
そ
の
後
工
業
用
地
売
却
は
ま
す
ま
す
行
き

詰
ま
り
、
こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、
下
流
河
港
開
港
後
の
一

九
一
二
年
一
〇
月
二
三
日
に
市
参
事
会
と
市
議
会
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
商
業
会
議
所
を
加
え
た
三
者
協
議
会
が
開
か
れ
た
。
そ
の
席
で
も

市
参
事
会
は
依
然
と
し
て
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
小
の
結
果
は
満
足
の
い
く

も
の
」
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
示
し
た
が
、
商
業
会
議
所
は
「
状
況

を
楽
観
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
て
、
工
業
用
地
売
却
の
促
進

　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

を
市
参
事
会
に
求
め
た
。
こ
の
協
議
会
で
注
目
す
べ
き
は
、
前
建
設

局
長
ケ
レ
に
よ
る
「
東
河
港
に
よ
っ
て
当
地
の
工
業
の
土
地
需
要
は

　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

直
ち
に
満
た
さ
れ
た
」
、
と
い
う
発
言
で
あ
る
。
《
表
》
か
ら
明
ら

か
な
よ
う
に
、
一
九
一
二
年
度
ま
で
に
売
却
さ
れ
た
工
業
用
地
は
全

体
の
一
一
、
％
強
に
あ
た
る
約
三
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
過
ぎ
な
い
。
つ
ま

り
ケ
レ
の
発
言
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
規
模
が
市
工
業
の
土
地
需
要

を
は
る
か
に
上
回
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え

よ
う
。

　
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
始
動
三
年
後
の
一
九

一
〇
年
に
重
大
な
岐
路
に
直
面
し
、
中
で
も
、
工
業
用
地
売
却
の
停

滞
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
財
政
的
破
綻
の
危
機
が
も
っ
と
も
深
刻

な
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
の
重
大
性
を
認
識
し
て
い
た
市
議
会

側
は
、
そ
の
要
因
を
東
河
港
委
員
会
の
機
能
不
全
に
起
因
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
管
理
の
不
徹
底
に
求
め
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
需
要

か
ら
懸
隔
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
計
画
規
模
に
根
本
的
原
因
が
あ
る

こ
と
は
、
バ
ウ
マ
ン
の
発
言
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す

る
市
参
事
会
側
の
対
応
は
、
状
況
の
変
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
所
定
の

計
画
の
遂
行
を
重
視
す
る
、
き
わ
め
て
「
官
僚
主
義
的
」
な
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
「
良
好
な
状
況
」
に
あ
る
と

い
う
市
参
事
会
の
見
解
が
、
オ
ス
ト
エ
ン
ド
に
お
け
る
工
業
用
地
の

受
給
関
係
で
は
な
く
、
他
都
市
の
事
例
と
の
比
較
か
ら
導
き
だ
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
『
覚
書
』
作
成
以
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

底
流
を
な
し
て
い
た
「
都
市
間
競
争
の
原
理
」
が
問
題
の
遠
因
と

な
っ
て
い
た
と
も
い
え
よ
う
。
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5

小
括

　
本
稿
で
は
、
第
二
帝
政
期
ド
イ
ッ
の
都
市
自
治
体
に
お
け
る
給
付

行
政
の
実
態
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
問
題
意
識
か
ら
、
都
市
自
治
体

に
よ
る
計
画
的
な
工
業
化
政
策
と
し
て
も
っ
と
も
典
型
的
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
で
あ
る
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
オ
ス
ト
エ
ン
ド
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
事
例
の
対
象
と
し
て
、
主
に
市
議
会
で
の
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
審
議
に
着
目
し
て
考
察
を
行
っ
た
。

　
オ
ス
ト
エ
ン
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
予
算
の
面
で
も
規
模
の
面
で

も
第
二
帝
政
期
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
お
い
て
最
大
の
公
益
事
業
で

あ
り
、
市
東
部
の
工
業
化
の
基
礎
と
な
っ
た
。
だ
が
、
本
稿
で
明
ら

か
に
し
た
よ
う
に
、
建
設
工
事
自
体
は
ほ
ぼ
順
調
に
推
移
し
た
も
の

の
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
財
政
の
根
幹
を
な
す
工
業
用
地
の
売
却
は
数
年

で
停
滞
し
、
そ
の
収
入
に
よ
る
公
債
の
補
填
は
き
わ
め
て
困
難
と

な
っ
た
。
工
業
用
地
の
規
模
策
定
に
つ
い
て
は
、
技
術
的
制
約
や
採

算
面
の
問
題
な
ど
多
様
な
規
定
要
因
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

そ
れ
で
も
需
要
規
模
を
無
視
し
た
計
画
策
定
の
あ
り
方
に
問
題
の
根

源
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　
工
業
用
地
売
却
の
停
滞
が
顕
在
化
す
る
中
で
、
市
議
会
側
が
こ
の

問
題
の
深
刻
さ
を
早
期
に
認
識
し
て
い
た
点
は
、
行
政
監
督
と
い
う

そ
の
本
来
的
使
命
を
果
た
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
実
際
、
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
行
政
年
報
な
ど
市
参
事
会
側
の
記
録
を
見
る
だ
け
で
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
移
の
裏
で
こ
の
よ
う
に
重
大
な
課
題
が
生
じ
て
い

た
こ
と
は
掴
み
え
な
い
。
従
っ
て
、
都
市
自
治
体
給
付
行
政
の
実
態

を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
単
な
る
都
市
行
政
上
の
問
題
と
し
て
処
理

す
る
の
で
は
な
く
、
市
議
会
の
動
向
を
も
視
野
に
入
れ
て
、
都
市
自

冶
全
体
の
枠
組
み
の
中
で
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
オ
ス
ト
エ
ン
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
き
わ
め
て

短
期
の
事
業
を
対
象
と
し
た
が
、
自
治
体
給
付
行
政
史
の
実
態
を
一

般
化
し
て
叙
述
す
る
た
め
に
は
、
電
力
事
業
な
ど
の
よ
り
長
期
に
わ

た
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
研
究
対
象
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

（
1
）
　
「
ζ
畦
ω
o
冨
一
〇
ぎ
N
ミ
陶
o
蔑
鳴
魯
、
の
鼠
魯
、
騨
昏
鳴
き
亀
§
～
註
ミ
ー

　
睦
恥
ミ
鑓
魯
8
岱
ヒ
b
き
b
Q
ミ
8
ミ
§
富
き
亀
ミ
斡
歳
ミ
S
鷺
魯
の
窒
』
§
，

　
さ
§
魯
蕊
切
」
p
こ
、
胃
Φ
三
①
o
ざ
（
＝
ひ
q
，
y
b
討
魯
ミ
8
ミ
の
置
S
軸
ミ
ミ
・

　
風
霧
ミ
爲
§
ミ
、
舞
モ
尽
冨
試
ミ
這
N
o
6
’
ω
d
マ
①
9
鼠
①
『
ω
一
8
●

（
2
）
コ
家
象
器
轟
9
■
唱
敏
o
§
§
巽
ミ
融
9
韓
§
鮫
旨
o
ミ
ミ
腎
§
卿
目

　
＝
■
＝
臼
里
0
3
〈
o
碧
一
（
頃
閃
，
y
映
o
ミ
§
§
ミ
Q
卜
瓢
防
盲
諾
恥
竃
ミ
ミ
婁
諾

　
貸
醤
“
の
欝
ミ
恥
ミ
§
魯
ミ
3
堕
区
α
冒
＼
≦
一
雪
一
8
ρ
ω
，
ω
1
卜
⊃
“
‘
霞
震
ψ
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一
〇
。

（
3
）
〒
＝
民
窪
穿
o
一
α
（
属
の
，
）
＼
ミ
鳴
旨
§
§
R
ミ
の
駐
ミ
⑪
誉
N
℃

　
貸
醤
“
吋
9
，
S
貸
討
、
詮
寒
醤
良
⑪
、
外
M
〈
α
一
昌
＼
〈
『
Φ
一
ヨ
四
『
＼
≦
凶
O
コ
一
〇
〇
刈
、
、
旨
，
閃
①
一
』
一
〇
・

　
O
野
①
（
＝
o
q
，
y
b
帖
鳴
の
～
黛
R
鳳
9
脳
の
』
》
帖
鳴
醤
の
匙
鳴
軌
の
躰
巽
醤
閃
9
り
N
⑩
嵩
軽
ミ
ミ
ト
ヒ
ロ
恥
計
讐
黛
閃
鳴

　
N
貸
、
　
O
鳴
o
り
ら
討
帖
q
詮
～
恥
　
“
Q
、
　
b
O
N
帖
9
馬
の
～
“
儀
、
賦
　
鰍
醤
　
b
鴨
黛
、
吻
O
魯
』
O
爲
“
　
帖
ミ
　
N
℃
■

　
貸
醤
織
詮
｝
⑩
醤
鳴
q
■
』
貸
鳶
、
ン
黛
醤
亀
鳴
試
｝
ω
壁
国
P
汁
ゴ
節
『
【
コ
O
コ
一
〇
〇
㎝
，

（
4
）
　
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
工
業
化
に
つ
い
て
は
さ
し
あ
た
り
以
下
を

　
参
照
。
↓
置
コ
雪
2
竃
ヨ
℃
8
b
紺
モ
慧
。
り
き
具
、
“
ミ
の
言
ミ
、
ミ
薄
－

　
、
貸
、
弊
臼
ミ
ミ
“
帖
醤
帖
ミ
』
℃
。
貸
醤
亀
吋
q
，
』
象
鳶
、
討
貸
醤
“
O
、
野
凶
コ
”
の
叫
画
儀
貼
笥
讐
貸
3
お
－

　
、
貸
註
黛
ミ
ミ
“
帆
醤
、
ミ
帆
、
馬
ら
o
O
壽
黛
、
鄭
師
O
｝
讐
O
醤
帖
神
こ
一
ロ
コ
ω
σ
『
口
O
オ
　
一
〇
〇
“
一
ω
、
o
Q
O

　
I
一
“
2
馬
場
哲
「
一
九
世
紀
後
半
～
二
〇
世
紀
初
頭
に
お
け
る
フ
ラ

　
　
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
の
工
業
化
と
自
治
体
合
併
」
篠
塚
信

　
義
・
石
坂
昭
雄
・
高
橋
秀
行
編
著
「
地
域
工
業
化
の
比
較
史
的
分

　
析
』
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
　
二
〇
〇
三
年
刊
行
予
定
ー
こ
れ

　
　
ら
の
論
稿
で
は
「
合
併
に
よ
る
工
業
化
」
が
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
工

　
業
化
の
基
本
路
線
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
自
治

　
体
給
付
行
政
の
一
環
と
し
て
の
計
画
的
工
業
化
政
策
を
考
察
す
る
た

　
　
め
に
オ
ス
ト
エ
ン
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
対
象
と
し
た
。

（
5
）
O
o
の
o
巨
o
耳
①
α
巽
＝
帥
＆
①
一
。
巾
ζ
ヨ
ヨ
段
N
⊆
写
睾
ζ
二
耳
曽
ヨ

　
ζ
㊤
一
昌
｝
問
『
ゆ
コ
置
噛
＝
『
け
m
ヨ
ζ
O
凶
コ
　
一
〇
〇
〇
D
雪
o
り
』
O
鱒
刈
，

（
6
）
　
＞
。
閑
彊
口
N
（
寓
印
q
，
y
の
、
P
畿
o
う
議
澄
霞
邸
、
b
口
賊
菩
醤
恥
醤
功
O
討
警
鳶
試
戦
鵠
b
鳴
霜
弊
9
り
・

　
O
ン
』
“
醤
貸
』
Q
Q
師
q
ー
賊
℃
9
Q
矯
サ
ω
貯
」
〈
山
酔
『
m
『
一
づ
O
コ
一
〇
〇
〇
、
ω
’
O
に
昏
，

（
7
）
O
o
の
o
眠
o
耳
①
O
①
『
頃
帥
且
Φ
一
の
蓋
ヨ
∋
Φ
『
目
孚
営
ζ
仁
属
m
ヨ

　
　
ζ
帥
凶
昌
、
ω
，
一
〇
㎝
ピ

（
8
）
　
国
σ
α
‘
の
」
卜
⊇
O
o
Q

（
9
）
O
①
爵
ω
。
叢
睦
8
霞
良
①
卑
冨
仁
琶
⑩
。
ヨ
①
ω
⇒
窪
睾
田
亭

　
　
α
Φ
一
ω
1
一
』
づ
α
　
一
昌
α
一
』
ω
一
『
一
①
『
m
｛
Φ
⇒
の
　
一
ヨ
　
○
ω
け
Φ
コ
　
α
①
『
　
ω
貯
四
α
貯
　
閃
『
ゆ
P
胃
ー

　
　
⊃
』
『
け
　
　
ゆ
『
コ
　
　
ζ
P
一
P
｝
　
ω
Φ
餌
『
σ
Φ
剛
け
①
砕
　
　
く
O
コ
⊇
　
　
Q
D
辞
餌
匹
辞
一
〇
〇
〇
コ
O
昌
　
　
」
門
一
Φ
楠
・

　
　
σ
の
一
』
m
ヨ
け
閃
『
帥
コ
犀
賄
仁
『
一
ゆ
ヨ
ζ
ゆ
［
コ
響
ω
，
O
o
響
ω
O
略
略
■

（
m
）
　
国
σ
α
’
一
ω
■
ω
“
、

（
n
）
　
閏
“
σ
α
’
一
ω
■
μ
一
い
、
O
o
o
，

（
皿
）
　
閏
“
σ
α
’
o
D
」
一
に
ー
一
一
〇
，

（
1
3
）
各
年
度
の
工
事
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
ω
Φ
ユ
。
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